


























































































































































































The Art of Forgiveness（注4）において，以下のように述べている。
Revenge is also about maintaining an equity of suffering. There must be a gruesome compatibility of 
guilt and suffering on both sides. The scales must be balanced. Each party in a vendetta must share 
the same suffering. The perpetrator must be made into a victim while the victim becomes a 
perpetrator. This attempt to establish an equitable level of “dignity” must be called an act of despair, 


































Moreover, it turns into a cult of violence because no attempt is made to heal or in any way transcend 
the suffering, only to replicate it. Within a culture of revenge nobody believes that the fateful 
mechanism of violence can be broken or suspended. The only course that seems open is to step more 















































































































Aushuwitz makes it abundantly clear that forgiveness can never replace justice. Human codes of law 
establish indispensable rules of life together and standards of relationships. Although all legal systems 
need constantly to be corrected and perfected, they constitute a fundamental achievement of the 
human race in its search for what is truly human. Any attempt to weaken the supremacy of the law 
thus entails the erosion of the humane. Forgiveness is about renouncing unjustified power, not about 







At the same time, it must be emphasized that forgiveness goes beyond justice. While legal systems 
and procedures provide societies with reliable structures of punishment and protection, forgiveness 


































1. he repented or had a change of heart or
2. he meant well（his motives were good）or
3. he has suffered enough or
4.  he has undergone humiliation（perhaps some ritual humiliation, e.g., the apology ritual of “I beg 
forgiveness”）or















































































































































pp.101 -116, 2014. 
（2） ダガン・アヴィグドル 千野栄一・姫野悦子（訳）『宮廷の道化師たち』綜合社, 2001. なお，本稿では，
小説から抜き出した場合は，（注）をつける代わりに，頁数のみを記す。 
（3） “One of the most powerful novels to come out of the Holocaust” Booklist, “In the manner of Gunter 
Grass or Milan Kundera…Avigdor dagan has created a modern fairy tale to explore some of the 
important philosophical questions arising from the Holocaust” New York Times（Dagan, Avigdor The 
Court Jesters, Bloomsbury Publishing, 1991.）






































（32）J. G. Murphy Forgiveness and Mercy Cambridge University Press, 1988.
（33）Murphy,  p.20.
（34）Murphy,  p.24.　日本語訳は筆者による。
（35）アレント，ハンナ　志水速雄（訳）『人間の条件』　筑摩書房，1994，pp.375-376.
（36） 「生き残る意味は，ただ話をし，訴え，証言し，真実を明るみに出すことだけでした。それが，我々の
唯一の使命でした。（中略）証言をすること，忘却への戦いに挑むこと，それが我々の使命だったので
す。」（ダガン, p.111）「けれど，また我々の誰も，決して完全な証言をもたらすことはありませんでし
た。我々が担うべき荷を極めて重いもので，実際各人が持ちこたえられたのはほんの小さな粒にすぎ
ず，たとえ我々が蟻の軍隊のように疲れ知らず粘り強かったとしても，それが我々が運んでこれる限
界だったでしょう。」（ダガン, p.112）
（37） 「我々が持ち出さす，また途中でつぎつぎと失くしたものの山，それに恐らくは我々が持ち出さず，ま
た途中でつぎつぎと失くしたものの山，それに恐らくは我々が忘却への戦いに立ち向かっているうち
に，みずから忘れてしまったものの山であったに違いない。その山の傍らに，蟻塚がただ小さな墳墓
として残ったのです。」（ダガン, p.112）
（38） 「私達は誰もが飢えて死にかけていました。泥棒たちが，ときには半ばかびの生えた一切れのパンを盗
んで，ただ束の間，空腹を鎮めるためにだけ，殺人者と化してしまったのを私は知っていました。私
に果たして彼らの判事になれたでしょうか。裁ける資格があったでしょうか？我々にこっそり食べ物
を持ってきてくれ，我々のうちの一人ならずもの生命を救ってくれたであろうドイツ人の見張りを知
っていました。その同じドイツ人が，採石場での作業場へ捕虜の一隊を連れていく下士官のただ軽く
頷くだけの合図に従って，行進中につまずき，隊列からはずれた人間の頭蓋骨を銃の端で打ち砕いて
しまうのを見たこともありました。私に裁く資格があったのでしょうか？果たして審判を下せたでし
ょうか。」（ダガン, pp.14-15）
（39） 「どの裁判所が，底なし地獄の深みのうえで為された犯罪に対する判決を下せたでしょう。どんな刑罰
も，じゅうぶんというにはほど遠いものでしょう。」（ダガン, pp.111-112）
（40） 図書館の彼の机に置かれていた「人種冒涜者」と記された紙と絞首台に吊るされた者の絵をある朝見
る。「政治については，これまでほとんど関心はありませんでした。新聞にはもちろん目を通していま
したが ……いつか歴史の一部となるであろう素材だったのです。」（ダガン, p.42）「マックスは，図書
館の書棚を見渡しました。ゲーテ，シラー，カント，何十，何百という，かつて世界的に名の通った
最大級の偉人たちの名。この民族が，あるときヒステリックな無学な群衆によってがなり立てられた
スローガンでもって導かれるかもしれないというのは，まさに滑稽なことでした。目を遣りさえすれ
ば，その書棚のどこにでも並んでいるその名は，マックスにとっての精神的遺産でもありました。彼
も，父親も，祖父も，この人たちが世界に与えたものの中，その人たちの間で成長してきており，そ
こに，他のどんな知識よりも深く根を下ろしていたのです。けれど彼の視線は，目の前の机上にある
一枚の紙へ，何度も何度も戻っていきました。」（ダガン, p.43）
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